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　京都府地球温暖化防止活動推進センターは、府内の温暖
化防止活動を様々な面からサポートし、一層活性化させる
ことを目的に活動するセンターです。平成15年10月10日、
府内の多様な団体が連携し新たに立ち上げたNPO法人 京
都地球温暖化防止府民会議が京都府知事からセンターとし
ての指定を受け、その活動を開始しました。

　京都府地球温暖化防止活動推進センターの活動は、国、
京都府、府内の多様な団体、会員の皆様などのご支援に
よって支えられています。

地球温暖化防止活動推進員研修会の様子（関連記事7面）

地球温暖化問題に取り組む人のための通信です。
実践活動への意欲を、アイデアを、仲間同士の関係を、ホットに温めます！

STOP! GLOBAL WARMING

LET�fS WARMING UP OUR ACTION

平成16年
春号

～第1号～
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■省エネ製品の選択の意義

　温暖化防止のためには、省エネが

不可欠です。「省エネ」と聞くと、と

もすればがまんすることだけがイ

メージされがちでが、無理にがまん

することなく大きな省エネを達成す

る方法もあります。それは、「エネル

ギーを消費する機器を買い替える時

に、できるかぎり省エネ性能の高い

製品を選択する」ということ。それ

だけで、とても大きな省エネにな

り、温暖化防止につながります。

　特に、エアコンや冷蔵庫は非常に

たくさんの電気を消費しますので、

これらを買い替える時には、値段や

機能、デザインだけではなく、省エ

ネ性能にも注目して製品を選択する

ことが重要です。

　なお、省エネ製品は電気代が大幅

に安くなりますので、購入時には高

くても、長期的にはお金の面でも得

になることもよくあります（グラフ

参照）。

■キャンペーンの概要

　しかし、店頭では、どの機種がどれ

くらいの省エネ性能なのかは、なか

なかわかりません。その問題を解決

しようと、平成16年の２月から京都

府内で実施されているのが、「京都

省エネ製品グリーンコンシューマー

キャンペーン」です。これは、店舗と

協力してエアコンと冷蔵庫に省エネ

ラベルを貼って消費者に情報を提供

し、省エネ製品の選択を促す、という

もので、平成15年度に京都市内で実

施されたキャンペーンを継承・拡大

する形で実施されています。キャン

ペーンの実施主体は、府内の環境

NGO、事業者・事業者団体、消費者

団体、京都府、京都市、そして京都府

地球温暖化防止活動推進センターな

どがつくる「京都省エネ製品グリー

ンコンシューマーキャンペーン実行

委員会」（事務局：京のアジェンダ21

フォーラム）です。

　省エネラベルには、製品の省エネ

店頭で表示された省エネラベル（協力：ゴトウ電機）
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■中山康成さん（宮津市エコネットワーク事務局・
                        地球温暖化防止活動推進員）

　キャンペーン実施期間中に、数十店舗を訪ね、お話を聞か

せていただくことができました。ラベル表示自体の評価も高

く、今後とも継続していきたいという意見がほとんどであり

ました。また、広報誌への掲載や宮津市連合婦人会を中心と

した消費者説明会の開催も高く評価していただいています。

　ただし、宮津市内の家電販売店は、そのほとんどが店舗

が小さく、展示品も少ない状況であることから、販売は、消

費者宅へ直接訪問し商談する方法が主なようです。こうし

たことから、当該地域においては、ラベル表示だけでなく、

訪問時に消費者に配布するためのチラシ（京都府地球温暖

化防止活動推進センター、地域協議会など、第三者機関が

高性能省エネ商品を推奨していることが分かるもの）など

が必要であると考えられます。

　最後に、今回、センターと地球温暖化対策地域協議会（宮

津市エコネットワーク）が中心となり、市民、事業者、行政

など、あらゆる主体が役割を分担して事業を進められたこ

とは、正にパートナーシップの構築であり、今後の活動を推

進するにあたっても意義深いものであると考えます。

性能がAAAからCまでの5段階に分

けてわかりやすく表示されていま

す。また、平均的な使用期間分の電

気代、製品の販売価格、これらを合

わせたトータルのコストも併せて表

示されています（写真参照）。ラベル

表示は、京都府電機商業組合加盟店

140店、量販店20店の協力を得て実

施されています。

　また、京都府・京都市により、新

聞などを使ってキャンペーンについ

て紹介された他、京都市内では、京

エコロジーセンターが中心となり、

消費者向けの学習会も実施されるな

ど、ラベル表示に併せて消費者向け

の情報発信も行われました。

■宮津・与謝プロジェクトの概要

　宮津市と与謝郡の四町（伊根町・岩

滝町・加悦町・野田川町）では、宮

津市エコネットワークが中心となり

「宮津・与謝プロジェクト」として重

点的にキャンペーンが行われました。

京都府地球温暖化防止活動推進セン

ターは、前年度のキャンペーンで蓄

積されたノウハウを宮津・与謝プロ

ジェクトに伝える役割を担いました。

　宮津・与謝プロジェクトには、京都

府電機商業組合宮津支部加盟全店が

参加しました。また、数名の地球温暖

化防止活動推進員（4頁参照）も参画

しており、推進員が企画をし京都府

地球温暖化防止活動推進センターが

講師を派遣するという形で、数回の

消費者向け学習会が実施されました。

■キャンペーンの効果

　京都府電機商業組合宮津支部加盟

店を対象に行った調査には、「省エ

ネ製品を勧めやすくなり、実際に高

性能の省エネ機器を販売できた」

「店にはAAAの製品だけをおくよう

になった」「販売単価が上るので、電

気店にとっても良い取組である」な

どの回答が寄せられました。

　また、消費者からも、キャンペーン

■後藤幸男さん（京都府電機商業組合宮津支部長）

　省エネ性能の高い製品を消費者にお勧めしやすくなっ

て、実際に、売り上げに占める「AAA」の製品の割合がの

びており、このキャンペーンは成果をあげていると思いま

す。また、私たち販売者にとっての良い学習の機会になっ

ていると感じています。今後も、このような取組に積極的

に関わって行きたいと考えています。なお、省エネ製品選

択の意義についての情報は、消費者にはまだまだ行き渡っ

ていないと感じています。今後、消費者向けの情報発信を

さらに充実させていた

だければ、ラベルの効

果はより大きくなると

考えます。

を歓迎する意見が寄せられています。

　このキャンペーンは、販売店・消

費者の双方にとってメリットがあ

り、また温暖化防止にも効果のある

ものであったと言えます。

■今後の展望

　キャンペーンの効果をより大きな

ものにするためには、消費者向けの

きめ細やかな情報発信を、府内各地

域で実施していくことが必要だと言

えるでしょう。

　また、販売店の店員向けの情報発

信をさらに充実させたり、店員が使

用できる説明用ツールを作成するこ

とも重要だと考えられます。

　なお、現在、東京都など他の自治体

と連携して省エネラベル表示を実施し

ようという計画も進みつつあります。

他地域との連携を密にし、全国的な盛

り上がりをつくっていくことが、省エ

ネラベルの認知度を上げ、効果を高め

ることにつながっていきそうです。

ゴトウ電機の店頭
宮津市エコネットワーク
が作成した啓発用ののぼ
りも掲げられている
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 ●長岡京市に「サンさん1号」が完成

　平成16年3月25日、長岡京市内

のゆりかご保育園に、おひさま発電

所「サンさん1号」が完成し、点灯式

が開催されました。

　おひさま発電所は、地域住民らの

参加（寄付）を募って、保育園など

公共性の高い施設に太陽光発電パネ

ルを設置する市民共同の発電所です。

まだまだ高価な太陽光発電パネルで

すが、多くの人が少しずつ負担する

方法をとることで、誰もが気軽に普

及に参加できます。多数の人を運動

に巻き込むことができ、また、保育

園などの様々な人が関わる施設に設

置されるため、非常に大きな波及効

果を持つことが特徴です。

　点灯式では、園のスタッフが人形劇

でおひさま発電の意義を伝え、続いて

園児らのカウントダウンで、チュー

リップをかたどった電灯に太陽光パネ

ルによる電気であかりをともして、お

ひさま発電所の完成を祝いました。

 ●新たな枠組みによる第１号機に

　おひさま発電所設置運動は、もと

もと、京都市内に事務局があるNPO

法人「きょうとグリーンファンド」が

企画し実践してきたものです。きょ

うとグリーンファンドは、市民に省

エネを呼びかけ、省エネで削減でき

る光熱費程度の寄付を集めて「おひ

さま基金」をつくり、それをもとに

おひさま発電所を設置する運動を進

めてきました。また、併せて温暖化

問題やエネルギー問題に関する学習

会を実施してきました。その結果、平

成13年からこれまでに、京都市及び

城陽市に計5基のおひさま発電所が

設置されています。

　平成15年度、京都府は、この運動

を府内各地に広め、運動の担い手を

育成することを目指して、「府民参加

型自然エネルギー普及促進事業」を

開始しました。これは、府内の団体

が実施するおひさま発電所設置運動

に対して、きょうとグリーンファン

ドのスタッフなどをアドバイザーと

して派遣してノウハウを伝えるとと

もに、設備設置経費に対して補助を

行うものです。

　長岡京市では、この新たな枠組のも

と、「長岡京市環境の都づくり会議」が

中心となり、府や市、保育園、アドバ

イザー、設置事業者らと連携しつつ設

置運動を進めました。「サンさん1号」

は、府の新たな枠組による第1号のお

ひさま発電所となりました。

 ●活躍する推進員

　この運動には、長岡京市環境の都づ

くり会議のメンバーやゆりかご保育園

の園長など、何人もの地球温暖化防止

活動推進員※が参画しました。この活

動は、情報を発信するだけにとどまら

ず、自らの立場や経験、人脈を活かし、

地域の多様な主体と連携して実践活動

を行うという、推進員の活動のモデル

となるものと言えます。

 ●今後の展望

　長岡京市環境の都づくり会議は、

今回の活動で得られたノウハウを活

かして、2号機を設置することを検討

しています。また、府民参加型自然エ

ネルギー普及促進事業は、平成16年

度も継続して実施されます。今後、府

内の様々な地域におひさま発電所設

置運動が拡がることが期待されます。

※地球温暖化防止活動推進員

地域住民に対しての情報提供や助言を行
うなど、温暖化防止の地域活動のリー
ダーとして活躍する人たちです。地球温
暖化対策推進法でその役割が位置づけら
れています。京都府では、平成15年10
月25日に、84名の方が京都府知事より
推進員として委嘱されました。

点灯の瞬間

玄関に設置された発電量表示盤

■高橋由紀子さん
　  　（ゆりかご保育園 園長
         地球温暖化防止活動推進員）

　皆様のご支援のおかげで、サンさ

ん１号機を設置することができまし

た。誠にありがとうございました。

　「発電所」は、点灯式以来、順調に発

電を続けており、発電量表示盤を見て、

子供たちだけではなく、私たち保育士

や保護者も毎日楽しんでおります。

　今後も地球温暖化防止活動推進員

として、より環境に良い保育園づく

りに努めるとともに、長岡京市環境

の都づくり会議の方々とも協力して、

保護者など地域の方向けの学習会も

実施していきたいと考えています。
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当団体は、わが国、世界において、ともすれば失わ

れてしまいそうになる“真のつながり（リアルリ

ンク）”を構築しようと、平成５年10月に環境NGOと

して設立し、ストップ・フロン京都の発会に寄与、平成

11年６月に特定非営利活動法人（NPO法人）の認証を

受けた団体です。

会員は、老若男女を問わず学生から年金生活者とい

われる方まで約200名、なかでも、環境ビジネス

とは直接には関係のない中小企業の事業主が中心と

なって活動をしている団体です。

問題を解決しようとするとき、多方面から考察・検

討をするのは重要なことで、そのためには戦略

を考えていかなければなりません。当団体は、環境とい

う広範囲にわたる問題について、他とは違った視点に

たって何かできることはないか、さまざまな立場の方

や組織・団体とのネットワークをつくることはできな

いかという考えのもと、講演会、見学会、シンポジウム、

調査、啓発、署名活動などさまざまな事業を行ってきま

した。社会啓発活動が主たる事業ではありますが、公的

機関と企業などの橋渡し的な役割を果たしてきたとも

自負しています。また、現在では福祉や教育の分野にも

活動の場を広げています。

フロンの回収を義務づける「フロン回収破壊法」が

施行され、業務用冷凍空調機器、カーエアコンの

フロン回収が義務づけられました。法律ができたから

といってフロンの問題がすべて解決したわけではあり

ません。施行後本当に回収及び破壊の効果があがって

いるのか、法律がきちんと機能しているのか、今後もそ

の経過を見守り続けていきたいと思っています。

昨年度からは新たに環境教育・環境学習への取組を

始めました。

　就学前の子どもたちを対象に「身近な自然や身のま

わりにあるものを使った遊び」「絵本の読み聞かせ」「紙

芝居・パネルシアターの公演」などをスタッフが訪問し

て行う出張サービスです。

　子どもたちにとって大切なことは「経験をたくわえる

こと」「心をたがやすこと」だと考えています。

　「身近な自然とのふれあい」「絵本の読み聞かせ」や

「紙芝居・パネルシアターの公演」などを通して、自然

のすばらしさ、美しさ、不思議さ、大切さなどを、身

体（からだ）で感じ、心が動き、ときめく……、そん

な経験をたくさんしてほしいと思います。

　今年度からは子育て支援・環境教育事業として、幼

児・児童を対象とし、京都府下一円の保育所、児童館、

障害児施設などの施設訪問のほか、子育てサークル、地

域のサークル、お年寄りのサークルなどにも活動の場

を広げていきたいと企画しています。子どもたちが

もっと自然を好きになるためのお手伝いができればと

思っています。

最後になりましたが、ニュースレター第１号に当

団体の紹介記事を掲載していただけることに感

謝するとともに、今後京都において、京都府地球温暖

化防止活動推進センターが中核となられ、各機関との

連携を強め、環境という大きな問題の解決にむけて、大

きく前進することを期待してやみません。

私たちの趣旨に賛同し、ともに活動していただけ

る方の参加を心よりお待ちしております。

リアル・リンク京都
特定非営利活動法人

このコーナーでは、府内で温暖化防止に関連する活動を行っている団体を紹介します。今回は、リアル・リン
ク京都 事務局長で、京都府地球温暖化防止活動推進センター 運営委員の芥川ひろ子さんに、リアル・リンク
京都の活動について紹介していただきました。

◆連絡先◆
京都市上京区中立売通浄福寺西入加賀屋町399　スミヤビル5F
TEL： 075-801-5629  FAX：075-822-9001
URL：http://www.reallink.or.jp/
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エコの豆知識エコの豆知識 クイズを通して、暮らしの中での温暖化対策の情報をお届けします！ 

Q.一家庭が１年間に消費する待機電力※の電気代は、いくらになるでしょうか？
　（一ヶ月の電気代　平均9,000円として）

（１）約3,000円　　（２）約5,000円　　（３）約10,000円

　財団法人 省エネルギーセンターによると、待機電力として

消費される電力量は、家庭の消費電力量の9.4％を占めるとの

こと。平均して月に9,000円の電気代を支払っている家庭な

らば、年間で10,000円以上の金額を、待機電力の電気代とし

て支払っていることになります。

　この待機電力、コンセントを抜くなどの方法で削減するこ

とができます。また、待機電力削減のための省エネグッズも

販売されていますので活用してみてください。

　無駄を省くことが、温暖化防止にもなり、家計の節約にも

つながります。

（参考：家庭の省エネ大辞典 第二版
 　　　家計調査平成14年年報）

A. （３）　約10.000円

最新のイベント情報は、Webサイトで紹介しています。ぜ
ひご覧ください。また、イベント情報をお寄せください。

※待機電力：電気製品を使用していないときでも、コンセントがささっているだけで消費してい
る電力のこと。主に、リモコンからの操作信号をいつ受けてもよいように常に待機
しているビデオデッキやオーディオ、テレビ、エアコンなどで消費している。

平成16年5月27日までに寄せられたイベント情報を紹介ます。

◆気候ネットワーク第38回連続公開セミナー
　「都道府県地球温暖化防止活動推進センター、
　地球温暖化防止推進員のあり方」
日　時：６月８日（火）18：30～20：45
会　場：ウィングス京都　セミナー室B （京都市中京区）
参加費：気候ネットワーク会員無料　一般500円
報　告：広島県センター、ストップ温暖化センターみやぎ、　
　　　   京都府センター
主催：気候ネットワーク（TEL：075-254-1011）

◆京都商工会議所平成16年度環境月間行事
　『環境との共生をめざして』見学会
日　時：6月18日（金）8：20～18：30
見学先：（＊貸切バスで案内）
　「東陶（TOTO）機器(株)滋賀工場」「積水ハウス(株)滋賀工
場」「滋賀県立琵琶湖博物館」
参加費：3,000円（昼食代・見学料含） 　
定　員：先着40名
主　催：京都商工会議所
申込み・問合せ：京都商工会議所　産業振興部

TEL：075-212-6443　E-mail：shinkou@kyo.or.jp

◆持続可能なエネルギー社会と地球温暖化対策
　～地球温暖化対策推進大綱の見直しに際して～
日　時：6月20日（日）13：30～17：00
会　場：池坊学園　第一会議室　洗心館6階（京都市下京区）
参加費：気候ネットワーク会員500円、一般1,000円
主　催：気候ネットワーク（TEL：075-254-1011）

※「要申込」の印がついているイベントは、事前申込が必要です。

◆京都商工会議所平成16年度環境月間行事
　『環境との共生をめざして』講演会Ⅰ　
日　時：6月24日（木）13：30～16：30
会　場：京都商工会議所 教室 （京都市中京区）
内　容：「富山市エコタウン事業」「琵琶湖・滋賀県の環境行

政」「京都府産業廃棄物税の概要」についての報告
参加費：無料　　定　員：先着50名
主催：京都商工会議所
申込み・問合せ：京都商工会議所　産業振興部

TEL:075-212-6443　E-maill：shinkou@kyo.or.jp

◆第3回　京ECOセミナー　
　環境まちづくりをめざして～京のアジェンダ21の取組その成果と課題～
日　時：6月26日（土）15：00～16：30
会　場：京エコロジーセンター （京都市伏見区）
対　象：中学生以上　 定　員：先着30名 　
参加費：無料 　
主催：京のアジェンダ21フォーラム・ 京エコロジーセンター
申込み・問合せ：TEL：075-641-0911　FAX：075-641-0912

◆京都商工会議所平成16年度環境月間行事
　『環境との共生をめざして』講演会Ⅱ
日　時：6月29日（火）13：30～16：00
会　場：京都商工会議所　教室　
内　容：温暖化対策推進大綱の見直し年を迎えての企業と

温暖化問題の関わりについての講演
また、日経新聞「環境経営度調査」１位のキヤノ
ンより、先進の環境経営についての講演

参加費：無料 　　定　員  先着50名
主催：京都商工会議所
申込み・問合せ：京都商工会議所　産業振興部

TEL:075-212-6443　E-mail：shinkou@kyo.or.jp

ビデオデッキ 
24.3％（96.6kWh） 

ガス給湯器 
12.4％（49.4kWh） 

オーディオコンポ 
12.4％（49.2kWh） FAX付電話機 

5.9％（23.6kWh） 

テレビ 
5.3％（21.1kWh） 

留守番電話機 
4.5％（17.9kWh） 

衛星放送チューナー 
4.3％（17.2kWh） 

電子レンジ・電気オーブン 
4.2％（16.7kWh） 

冷暖兼用エアコン 
3.4％（13.6kWh） 

高性能便座 
3.3％（13.1kWh） 

その他 
20.0％（79.7kWh） 

１世帯あたりの機器別年間待機電力量の内訳 

（家庭の省エネ大辞典 第二版（省エネルギーセンター）より） 
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Report
●地球温暖化防止活動推進員の研修会を実施しました（２～３月）
　京都府内の地球温暖化防止活動推進員（84人）を対象に、基礎研修とテーマ別研修か

らなる、全6回の研修会を実施しました。研修は、環境市民、気候ネットワーク、薪く

炭くKYOTO、ひのでやエコライフ研究所など、府内の団体の協力を得て企画・実施し

ました。研修には、毎回ワークショップを盛り込み、推進員同士の交流を図りました。

　また、　研修に併せ、テキストとして、また研修後の実践活動の手引きとして活用で

きる「地域の温暖化防止活動 実践ハンドブック」を作成しました。

　研修の日程は以下の通りです。

■基礎研修
・南部研修　日時：2月8日（日）  　場所：コープ・イン京都（京都市）
・北部研修　日時：2月14日（土）　場所：中丹勤労者福祉会館（福知山市）

■テーマ別研修
・ライフスタイル（北部） 日時：2月21日（土）場所：中丹勤労者福祉会館（福知山市）
・ライフスタイル（南部）　日時：2月29日（日）場所：コープ・イン京都（京都市）
・自然エネルギー　 日時：2月28日（土）場所：コープ・イン京都（京都市）
・森林バイオマス　 日時：3月  6日（土） 場所：綾部市里山交流研修センター（綾部市）

京都府地球温暖化防止活動推進センターの主な活動を報告します

※活動内容は、Webサイトでも紹介しています。ぜひご覧ください。

●小学校で温暖化教室を実施しました（1～2月）
　御所南小学校（京都市中京区）において、温暖化防止を目的とするNPO法人である

気候ネットワークと連携し、5年生児童（3クラス　約120人）を対象に、3回連続（計

9コマ）の温暖化防止教室を実施しました。プログラムには、毎回クイズやグループワー

クを盛り込み、児童が楽しみながら主体的に学べる工夫をしました。また、ワークシー

トを使って自宅で家族と一緒に取り組み、その感想を共有する内容も盛り込んで、親へ

の情報提供と家庭での取組の実践を促しました。

●環境交流会を実施しました
　京都府木津保健所と協力して、京都府南部地域の市町村の環境担当者を対象とした研修・交流会を実施しました。研修・

交流会では、地球温暖化の仕組みや影響を説明したほか、京都府内を始めとする各地で実施されている地域単位の温暖化

対策の実践例を紹介しました。また、気候ネットワーク事務局長の田浦氏より、近隣の自治体で実施されている、市民参

加型の環境基本条例・基本計画策定の事例について紹介していただきました。

●2テーマの調査・研究事業を実施しました
　「府民参加型自然エネルギー普及活動の活性化に向けた研究」及び「省エネラベルを活用したグリーンコンシューマー運

動の普及に向けた研究」の2テーマについて、調査・研究を行いました。

■府民参加型自然エネルギー普及活動の活性化に向けた研究

　市民共同発電所の意義や「府民参加型自然エネルギー普及促進事業」（※4面参照）の成果と課題を明らかにするため、

アドバイザーなどによる研究会や、関係者へのヒアリング調査を実施しました。その結果、府民参加型自然エネルギー普

及促進事業が市民共同発電所設置運動の普及に大きく貢献すること、また、よりスムーズに事業を進めるためには、コー

ディネーターの役割を担う主体を明確にし、各主体の役割をわかりやすく記した資料を整備することが必要であることな

どが確認されました。

■省エネラベルを活用したグリーンコンシューマー運動の普及に向けた研究

　省エネラベルを活用したキャンペーン（※2～3面参照）の効果を高め、府内各地に拡げるためには何が必要かを、実践

活動を通して、またアンケート調査やヒアリング調査を通して検討しました。その結果、省エネラベルが実際に省エネ製

品の選択に効果があること、店員の意識の向上にもつながることなどが確認されました。また、消費者向けの情報発信を

強化する必要があること、小規模の店舗は、製品に表示するラベルだけではなく、消費者のところに出向いて販売する際

に活用できるツールを求めていることなどがわかりました。

上：基礎研修（南部研修）の講義の様子
下：テーマ別研修（森林・バイオマス）の
　　グループワークの様子

自転車発電体験の様子



8
京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」（平成16年 春号）

発行：京都府地球温暖化防止活動推進センター
（特定非営利活動法人　京都地球温暖化防止府民会議）
理事長：郡嶌 孝　　運営委員長：浅岡 美恵

〒604-0965　京都市中京区柳馬場通二条上る六丁目283番4
TEL：075-211-8895　FAX：075-211-8896
URL：http://www.kcfca.or.jp　E-mail：center@kcfca.or.jp

編集：小倉 正　木原 浩貴　渕上 佑樹

御池通　地下鉄東西線 

丸太町通 

烏
丸
通
　
地
下
鉄
烏
丸
線 

丸
太
町 

京都市役所前 烏丸御池 

至京都駅 

裁判所前 
京都地方 
裁判所 

御所南 
小学校 

柳
馬
場
通 

夷川通 

二条通 

京都市役所 

京都府地球温暖化防止活動推進センター 
（特定非営利活動法人　京都地球温暖化防止府民会議） 

京
都
新
聞
社 

京都府地球温暖化防止活動推進センター通信「うぉーみんぐ」
（平成16年春号・平成16年5月発行（年4回発行））

活動を支えてくださる会員を募集しています！
　年度会費　正会員（個人）：1,000円　正会員（団体）：2,000円
　　　　　　準会員（個人）：1,000円　準会員（団体）：2,000円
　　　　　　賛助会員：10,000円
詳しくは事務局までお問い合わせください。

○小倉正　　京都で暮らすのは学生時代以来、京都で温暖化防止活動に携わるのは
COP3以来となります。皆さんの活動が進むよう、お手伝いできること
があれば出かけて参りますのでお気軽にお問い合せ下さい。

○木原浩貴　設立から早くも半年が経過し、殺風景だった事務所も、私の机を筆頭に徐々
に事務所らしくなってきました！（＝ちらかってきました）。元気が取り柄
の私です。今年度も元気にがんばりますのでよろしくお願いいたします。

○渕上佑樹　春に大学を卒業して、今年度スタッフとなりました。地球温暖化を防止
するべく仕事に精を出したいと思います。趣味はお寺で読書をすること
です（神社も可）。

●Webサイトをご活用ください。
　京都府地球温暖化防止活動推進センターのWebサイトでは、府内の取組の実践
例紹介ページやイベントカレンダーを設け、温暖化防止活動に関する様々な情報
を発信しています。
　ぜひサイトをご覧いただき、情報をご活用ください。
　また、皆様が実施される活動の情報をお寄せください。サイト上で紹介させて
いただきます。

＜詳しくは　http://www.kcfca.or.jp　をご覧ください＞

●啓発グッズを貸し出しています。
　温暖化啓発パネル（A1サイズ10枚セット）や、消費電力計などの啓発グッズ
を貸し出しています。イベントなどでご活用ください。詳細は、事務局までお気

軽にお問い合わせください。

●事務所をお気軽にご利用ください。
　京都府地球温暖化防止活動推進センターは、京都市中京区に事務所を設け、皆
様からの温暖化防止活動に関する相談におこたえしています。もちろん、電話や
E-mail を使っての問合せにも応じております。お気軽にご連絡ください。
　事務所内には、関連資料・書籍を閲覧できるコーナーも設けております。また、
事務所内の会議室（定員：着席18名）を、温暖化関連のミーティングや作業にご
利用いただけます。

（１）地球温暖化問題とは
（２）地球温暖化の影響
（３）先進国の対策が重要
（４） 温暖化問題をめぐる国際交渉
（５）日本の二酸化炭素排出の現状
（６）＜対策＞自然エネルギー普及
（７）＜対策＞交通分野での取り組み
（８）＜対策＞事業活動での取り組み
（９）＜対策＞家庭での取り組み１
（10） ＜対策＞家庭での取り組み２

◆　今年度もよろしくお願いいたします　～スタッフより～　◆

◆啓発パネル（10枚セット）の内容◆

　新年度に入り、新たなスタッフも加わりました。今年度もよろしくお願いいたします。

Informatio

この印刷物は、古紙配合率100％の再生紙に、大豆油インキで、風力発電による自然エネルギーを使って印刷しています

（写真：左から　木原　小倉　渕上）


